




「リ テラ シー」 をテーマとするシンポジウムが開催された。 3 名の報告者な らびに報
告題日は、 笠井俊和 「イギリス領アメ リカ植民地における船乗りと情報 港町の酒場
を中心に 」、 濱口忠広 「オースト リア ・ ロイ ド社の出版活動にみるト リエステ社会
の特質」、 嶋中博章 「17世紀フラ ンスの回想録(メ モワール)」 である。 司会は田中き
く代が務めた。 報告内容については、 それぞれの報告者に委ねるとして、 ここでは、
リテラ シー という概念の共通理解に努めるこ とにする。
リテラシー とは識字力のことで、 文字を読み書きし、 それを通して批判的に考える
ことのできる能力とされる。 しかし、 一般にリテラシー という概念はより広義な範疇
を含むもので、 文字を介するあらゆる情報(映像などの媒体も含む) を通して、 その
情報が行き渡ることで成立する社会や集団の支配的な文化を理解し、 それを使用でき
る能力のこ とでもある。 だから、 このリテラ シーの概念を歴史学に援用する時、 その
日的はある特定の時代・ ある特定の地域の識字率や識字教育の把握にとどまらない。 
文字情報の共有によって成立するコミ ュニティ(テキスト共同体) を想定して、 その
文化空間の総体の理解に努めることにある。
さり とて、 認知的なアイデンテイテイの歴史のみを射程とするものではない。 この
文化空間では、 文字情報のテキスト と、 それを積極的に受容するコミ ュニティの他に、
コ ミ ュニティ における文化形成の根幹となるデイスクールに注目されるが、 これら三
要素の諸関係はデイスクールを通して、 構造的なものと密接に関わっている。 かく し
て、 リテラ シーの概念の導入は、 デイスクールが表出する場を見定めることで、 アイ
デンテイテイの歴史を構造的な歴史と接合させえる可能性を秘めている。
さて、 最後にリテラ シーの概念の歴史学への援用に際して、 留意すべき点を記して
おきたい。 まず第1 に、 テキストに関してであるが、 今シンポジウムの場合を例示す
るならば、 歴史史料としてのメ モワール、 ニュースレター、 地域新聞、 出入国記録な
どが積極的にテキスト と して評価されている。 その他、 日記や日誌なども同様に評価
される。 ニユー ズレタ一 や新聞など元来情報伝達を日的とするもののみならず、 一般
に私的なものと されるメ モワールや日記も、 それらが書物として出版されたり写本に
されたりする場合、 私的な領域を超えるこ とになる。 テキスト を通して人々がそのテ
キスト共同体で意思疎通を行うことで、 その文化空間には、 その情報共有に特有の公
共圈が形成されるからである。
第 2 に、 テキスト共同体に関しては、 発信者と受容者の相互の関係が作り出すその
文化空間は、 固定的なものではない点が強調される。 船会社のニュースレターなど、
広域を移動するネ ットワークを通して'青報を共有する空間が移動する場合が好例であ
る。 また、 船乗りの世界のように、 港と言う結節点に情報を蓄積させ、 海の文化空間
のマンタ リテを醸成させる場合も、 それら諸拠点をつなぎながら広域で共有される文
化は常に流動的である。 テキスト発信者の日的や受信者の受容の仕方に注日するのみ
ならず、 情報の質とと もに頻度など情報の量や持続性に留意することが、 テキスト共
同体を把握する上で重要な手掛かり となるが、 こう した変数が生み出す多様性にも注
日される。 
